
童fl

評

二
六

る
こ
と
に
よ
っ
て
救
は
れ
る
」
と
の
、
浄
土
門
の
仏
教
は
い
か
に
し
て
発
生
し
た
で
あ
ろ
う

か
。
自
己
啓
培
に
よ
る
解
脱
の
道
を
説
く
仏
教
と
、
神
の
創
造
と
支
配
の
信
仰
に
よ
る
救
済
の

道
を
説
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
特
異
性
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
特
異
性
の
中
で
、
浄
土
仏
教

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
も
著
者
は
適
切
な
解
明
を
な
し
て
い
る
。
本
編
は
八
章

九
章
「
仏
教
に
お
け
る
信
（
1
）
（
2
）
、
十
章
十
一
章
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
信
仰
（
1
）

（
2
）
、
十
二
章
か
ら
十
四
章
に
亘
っ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
信
仰
と
浄
土
門
に
お
け
る
信

仰
に
つ
い
て
」
（
1
）
（
2
）
（
3
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
編
は
「
実
践
論
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
こ
の
二
つ
の
宗
教
は
「
私
は
何
を
為
す
べ
き

で
あ
る
か
」
と
の
問
い
に
つ
き
、
い
か
に
教
え
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
問
い
へ
の
解
明
と
し
て
、
十
五
章
十
六
章
「
宗
教
的
実
践
と
世
間
的
道
徳
（
1
）
（
2
）

十
七
章
「
慈
悲
と
愛
に
つ
い
て
」
、
十
八
章
「
汝
を
し
て
人
と
異
な
ら
し
む
る
も
の
は
何
ぞ
」

が
、
そ
れ
そ
そ
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
著
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
類
似
と
相

異
と
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
。
特
に
筆
者
は
、
　
「
慈
悲
と
愛
に
つ
い
て
」
は
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
青
山
書
院
発
行
、
菊
版
三
〇
八
頁
、
定
価
三
五
〇
円
）
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①
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〇
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∬
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⊆
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教
育
学
に
お
け
る
諸
学

1
教
育
学
の
基
礎
入
門
書
1

荒

井

貞

雄

著
者
、
ワ
イ
ネ
博
士
は
、
か
っ
て
は
公
立
学
校
の
教
師
、
校
長
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に

＜
旨
σ
q
言
す
の
小
さ
な
ぴ
9
μ
σ
p
≦
o
。
色
大
学
の
哲
学
、
教
育
学
科
の
長
を
三
〇
年
以
上
つ
と
め

た
人
で
、
現
在
は
名
誉
教
授
で
あ
る
。
こ
の
間
、
全
米
ま
た
は
東
部
地
域
の
哲
学
、
教
育
学

会
で
広
く
活
躍
し
た
学
究
の
徒
で
も
あ
り
、
ま
た
実
践
家
で
も
あ
っ
た
。
　
一
九
四
七
年
に

℃
話
昌
江
8
出
三
二
か
ら
刊
行
さ
れ
た
｝
，
教
育
哲
学
」
を
含
め
て
九
冊
の
教
育
書
が
あ
る
。
い

つ
れ
も
斯
界
で
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
労
作
で
あ
る
。

　
　
こ
の
本
は
国
・
国
・
し
d
ρ
胤
①
。
。
が
編
者
と
な
っ
て
出
し
て
い
る
　
国
霞
℃
巽
、
。
。
Q
o
霞
δ
ω
o
口

日
舞
。
げ
言
σ
q
の
一
冊
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
序
文
で
、
各
章
ご
と
に
妥
当
な
学
者
の
検
閲
を
乞

い
、
そ
の
馳
駅
を
快
く
う
け
、
恒
璽
に
そ
の
正
確
さ
と
実
践
性
と
を
期
し
た
と
述
べ
、
多
く
の

学
者
を
あ
げ
て
、
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
吟
味
し
て
み
る
と
著
者
の
言
葉
の
育
』
夫

性
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　
　
著
者
は
二
つ
の
は
っ
き
り
し
た
目
的
を
堅
侍
し
て
全
体
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は

先
哲
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
多
く
の
教
育
学
説
が
、
現
代
誤
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
問
題
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
他
の
一
つ
は
、
最
近
、
教
育
学
の
芯
礎
、
例
え
ば
、
教
育
史
、

心
理
学
、
哲
学
、
社
会
学
的
基
盤
亭
、
に
対
す
る
自
然
科
学
者
群
の
圧
迫
、
論
議
、
挑
戦
に
関

連
し
て
の
応
答
、
対
処
で
あ
る
。

　
　
第
　
の
目
的
を
果
す
た
め
に
、
著
者
は
極
め
て
忠
実
に
、
各
々
の
学
説
．
提
唱
者
の
素
材
に

つ
い
て
克
明
に
再
吟
味
を
試
み
る
、
と
同
時
に
、
最
近
の
そ
の
学
説
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
の

分
析
を
科
学
的
に
進
め
て
い
る
。
第
二
の
目
的
の
た
め
に
は
、
多
く
の
学
説
を
、
な
か
ば
、
歴

史
的
順
に
整
え
、
哲
学
的
心
理
学
的
集
礎
、
実
践
的
関
連
性
、
お
よ
び
、
文
化
教
養
的
背
景
の

立
場
か
ら
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　
　
各
章
四
節
か
ら
な
り
、
そ
の
一
、
二
節
で
は
、
主
と
し
て
学
説
そ
の
も
の
を
扱
い
、
そ
の

三
節
で
は
歴
史
上
か
ら
み
た
文
化
的
評
柵
、
そ
の
四
節
に
お
い
て
は
結
論
的
注
解
を
、
注
意
深

く
試
み
て
い
る
。
章
の
終
り
に
そ
の
学
説
提
案
者
お
よ
び
そ
の
支
持
者
の
原
著
書
、
文
献
等
を

列
記
し
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
常
々
効
果
的
に
引
用
さ
れ
、
読
者
に
親
切
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
鏑
物
の
末
尾
に
二
段
抜
き
五
頁
に
亘
り
索
引
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
　
著
者
が
と
り
あ
げ
て
い
る
学
説
は
十
二
で
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
形
式
訓
練
説
（
同
昌
①
司
。
「
目
巴
・
∪
冨
9
豆
言
①
目
げ
Φ
o
蔓
）

　
二
、
自
然
完
成
説
（
日
財
①
宮
簿
霞
巴
－
℃
①
比
①
9
δ
昌
円
7
①
o
q
）

　
鑑
、
知
覚
説
（
日
冨
〉
℃
℃
韓
＄
℃
註
。
昌
日
け
①
○
同
団
）



　
四
、
習
慣
形
成
説
（
日
び
①
国
ρ
妬
け
肖
窪
α
①
ロ
。
《
目
げ
①
o
曙
）

　
五
、
人
間
的
欲
求
説
（
日
げ
①
＝
口
日
餌
ロ
宅
9
馨
ω
日
げ
Φ
o
曙
）

　
六
、
一
般
的
成
長
説
（
↓
け
。
q
黒
く
曾
。
。
巴
・
○
目
。
零
昏
鐘
冨
。
曙
）

　
七
、
新
実
験
主
義
説
（
日
げ
①
い
鉾
窪
国
x
℃
2
一
置
Φ
馨
ρ
一
一
馨
日
げ
①
。
曙
）

　
八
、
精
神
的
自
己
実
現
説
（
日
ぴ
①
Q
D
案
分
貯
巴
あ
㊦
序
幻
①
聾
鑓
鉱
8
日
げ
Φ
o
ご
，
）

　
九
、
超
自
然
的
発
達
説
（
目
げ
①
o
D
ロ
℃
①
ヨ
馨
自
巴
－
∪
①
＜
巴
。
℃
∋
①
募
日
ゴ
①
o
曙
）

　
十
、
大
古
典
主
義
説
（
日
一
プ
①
　
∩
甲
『
①
P
叶
・
O
一
荒
Q
D
ω
一
〇
　
］
リ
ゲ
①
O
同
団
）

十
一
、
社
会
的
自
己
実
現
説
（
日
げ
①
o
D
。
9
巴
－
u
。
①
一
｛
・
園
①
巴
一
N
舞
戸
8
↓
プ
①
。
蔓
）

十
二
、
基
礎
教
科
説
（
曲
げ
①
し
d
週
日
？
Q
Q
耳
語
①
。
富
目
げ
Φ
O
曙
）

　
　
ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
二
十
世
紀
の
初
め
に
∪
①
≦
①
《
が
、
あ
ら
わ
れ
て
以
来
、
い
わ
ゆ
る

進
歩
主
義
理
論
派
に
依
っ
て
風
び
さ
れ
た
観
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
学
習
者
の
経
験
と
社
会

性
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
署
．
O
．
b
d
9
σ
Q
一
Φ
図
や
国
ρ
昌
α
⑦
一
等
、
教
科

を
強
調
す
る
伝
統
ま
た
は
本
質
派
が
対
立
し
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。
一
）
①
を
Φ
団
亡
き
今
日
と
い

え
ど
も
、
こ
の
諭
争
は
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
両
派
は
あ
る
い
は
亀
城
に
閉
ち

こ
も
り
、
あ
る
い
は
相
互
に
交
錯
し
た
状
態
に
お
い
て
、
街
宣
目
①
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

新
実
験
、
精
神
的
宗
教
的
自
己
実
現
、
大
古
典
、
ま
た
は
社
会
的
自
己
実
現
、
ザ
の
諸
説
へ
と
進

展
し
、
そ
の
止
む
処
を
知
ら
な
い
あ
り
さ
ま
を
示
し
て
い
る
。

　
　
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
も
な
く
自
然
科
学
者
、
技
術
者
の
大
猷
養
成
の
必

要
に
迫
ら
れ
、
物
理
学
研
究
委
員
会
（
℃
Q
。
Q
。
O
）
に
よ
っ
て
、
教
育
課
程
（
高
等
学
校
）
の
再
編

成
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
∪
①
屯
Φ
蜜
の
業
績
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
即
ち
、
学

校
は
現
実
の
問
題
と
取
り
組
む
生
活
の
場
だ
け
で
、
足
れ
り
と
せ
ず
、
む
し
ろ
人
類
が
か
っ
て

夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
未
知
の
世
界
へ
突
進
す
る
た
め
に
、
最
大
限
の
知
性
を
駆
使
し
て
、
何

物
か
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
特
殊
な
場
な
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
人
間
性
よ
り
は
学
問
性
、

社
会
性
よ
り
は
本
質
的
教
科
性
が
重
要
視
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
物
理
学
研
究
委
員
去
の
高
等
学

校
課
程
再
編
成
の
仕
事
は
自
然
科
学
者
及
心
理
学
者
の
手
で
進
め
ら
れ
、
教
育
専
門
学
者
、
笈

践
家
は
、
し
め
出
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
学
者
で
あ
り
、
実
践
家
で
あ
る
著
者
は
「
こ
の
本
は
、
今
日
の
教
育
学
に
影
響
し
て
い

る
重
要
な
あ
ら
ゆ
る
評
説
を
歴
史
的
・
哲
学
的
・
心
理
学
お
よ
び
社
会
的
基
盤
に
立
っ
て
、
充

分
な
、
そ
し
て
綜
合
的
な
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
の
結
未
を
今
日
の
教

丼

評

育
課
程
、
方
法
、
教
育
行
政
に
応
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
彼
の
動

機
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
　
更
に
、
彼
は
「
教
育
学
の
基
礎
入
門
書
」
と
副
題
を
つ
け
、
教
職
課
程
の
麿
安
辞
即
ち
入

門
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
深
い
専
門
書
で
あ
る
こ
と
を
強
く
述
べ
て
い
る
。
文
事
の
社
会
に
お

い
て
も
教
育
と
い
う
作
用
は
あ
る
。
な
ん
ら
か
の
考
え
に
基
い
て
、
そ
の
作
用
は
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
、
否
め
な
い
。
そ
の
老
え
が
教
育
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
理
は
、
そ
の

人
に
よ
り
、
そ
の
場
所
に
よ
り
、
そ
の
時
に
よ
り
進
め
方
が
異
な
り
、
ま
た
変
化
し
て
い
く
と

と
も
に
習
慣
化
即
ち
伝
統
と
な
っ
て
伝
達
さ
れ
る
。
こ
れ
が
学
説
で
あ
る
。
い
か
な
る
時
代
い

か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
も
ち
い
ら
れ
る
そ
の
学
説
は
決
し
て
単
純
な
も
の
で
な
く
、
常
に

過
去
の
上
に
た
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
教
育
学
説
で
も
、
短
い
期
聞
に
急

カ
ー
ブ
的
に
出
来
る
も
の
で
な
い
と
と
も
に
、
現
在
を
つ
く
っ
た
、
否
、
影
響
を
も
た
ら
し
た
過

去
を
無
視
す
る
こ
と
は
冒
険
で
あ
り
、
危
険
で
あ
る
。
世
界
を
通
じ
、
今
日
程
、
教
育
と
い
う

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
は
余
り
な
い
。
芝
団
コ
p
①
博
士
の
こ
の
新
著
は
、
過
去
の
主
要
教

育
学
説
の
正
確
な
た
な
お
ろ
し
的
調
べ
で
あ
り
、
現
在
と
の
関
係
を
正
確
に
把
握
し
、
今
後
、

ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
難
問
題
に
答
え
る
役
割
を
し
て
い
る
力
作
で
あ
る
。
教
ぼ
を
志
す

も
の
、
教
育
と
い
う
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
見
の
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
明
晰
な
詐
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
］
九
六
四
、
二
、
　
一
一
）

仏
教
文
学
研
究
会
編

仏
教
文
学
研
究
O
龍

田
　
中
　
重
　
太
　
郎

　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
「
仏
教
文
学
研
究
」
壷
口
は
、
ど
ち
ら
も
B
6
判
な
が
ら
、
e
は
、
三

↓
○
頁
、
口
は
、
三
七
〇
頁
、
計
六
八
○
頁
も
あ
り
、
執
筆
者
は
二
十
名
に
お
よ
ぶ
論
文
集
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
論
文
名
を
羅
列
す
る
だ
け
で
与
へ
ら
れ
た
紙
数
に
達
し
さ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
人
名
と
論
文
名
と
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
も
、
十
分
意
義
が
あ
る
と
考
へ
る
の
で
、
国
又
科

に
入
学
し
て
来
た
人
人
を
対
象
と
し
て
お
ほ
け
な
き
短
評
を
加
へ
て
し
る
し
て
み
る
。

七


